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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 3年 2月 

〔漁 業〕 

・ 2月の漁獲量は前年を1,152㌧､漁獲金額は前年を1億2,500万円それぞれ下回った｡漁獲量では､

底曳網､タラ･スケソウ漁が大幅に減少し､タコ漁が増加した｡漁獲金額では､底曳網､ツブ､タラ･

スケソウ､カニ漁が減少し､タコ､メヌケ漁が増加している｡底曳網漁は前年比834㌧減少､タラ･

スケソウ漁も同409㌧減少している｡要因は､天候(時化)の影響で出漁日数の減少などがある｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 2～7月の軽種馬の種付けシーズンを前に､日高､胆振両管内の種馬場9カ所で3～11日に恒例の種

牡馬展示会が開かれた｡ 

・ 新ひだか町静内の畠山牧場が生産した競走馬｢ピンクカメハメハ｣(牡3歳)が､20日(日本時間21

日)にサウジアラビア・リヤドで行われた高額賞金レース｢サウジダービー｣(ダート1,600㍍)

で優勝した｡1着賞金は約9,500万円と国内のＧⅠレースに匹敵する｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は2,800万円､前年を4,100万円下回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は7億3,000万円で前年を3億5,100万円上回った｡ 

・ 2月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､6件で､前年を4件下回った。 

〔小売業・飲食業〕  

・ 優れた道産食品に認められる｢北のハイグレード食品2021｣に､日高管内から唯一､新ひだか町静

内の太田養蜂場のはちみつ｢さくらのＩｋｏｒ(イコロ)｣が選ばれた｡ 

・ ｢北海道ご当地焼そば連携プロジェクト｣が主催している､｢焼そば王国北海道！北海道ご当地焼

そばラリー2021｣で､新ひだか町の温泉施設や飲食店､ホテル計5店が､名物｢チャーメン｣を提供

している｡日高管内の人気メニューで､関係者は消費拡大に期待を寄せている｡ 

〔観光・その他〕 

・ 信金中央金庫は､浦河町の観光プロモーション事業への寄付金として500万円を寄付した｡信金

中金は創立70周年記念事業として､企業版ふるさと納税を活用した地域創生推進スキーム｢ＳＣ

Ｂふるさと応援団｣を創設｡地元信用金庫の推薦を得た多くの地方公共団体から応募があり､学

識経験者などで構成する審査会を行い､全国103事業に合計10億1,800万円の寄付を決定した｡ 

〔雇 用〕 

・ 2月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を下回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を3億5,100万円上回り､

町発注工事は前年を4,100万円下回った｡漁業は､漁獲量､漁獲金額ともに前年を下回った｡底曳

網､タラ･スケソウ漁が大幅に減少し､タコ漁が増加した｡特に底曳網漁､タラ･スケソウ漁が大き

く減少している｡大きく増加したのはタコ漁となっている｡飲食業では､行動自粛による団体客

の減少により大幅な売上減少を訴える声が多く､前年同月比で売上が半減した先もある｡道内の

新型コロナの新規感染者は減少傾向だが､道の集中対策期間は延長となっており､卒業・入学･

転勤などでの会食は自粛が予想され､飲食店を中心に関連する小売店の厳しい業況はまだ続く

と思われる｡ 
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〔沿岸漁業〕タコ､カレイ､ツブ､ホッキ漁等｡〔沖合い漁業〕底引き網漁､カニ漁､タラ･スケソ 

ウ漁等｡総漁獲量1,634㌧・金額8億2,300万円(前年同月比1,152㌧減・1億2,500万円減)｡ 

 

 

   

 

  

 

  

 

 

 

   

底曳網漁…………… 

カレイ漁…………… 

タコ漁……………… 

ツブ漁……………… 

ウニ漁……………… 

ホッキ漁…………… 

タラ･スケソウ漁…･ 

メヌケ漁…………… 

キンキ漁…………… 

カニ漁……………… 

コンブ……………… 

その他……………… 

710ｔ ・   72百万円 

25ｔ ・   21百万円 

245ｔ ・  121百万円 

66ｔ ・   33百万円 

9ｔ・    18百万円 

15ｔ ・   5百万円 

163ｔ ・   18百万円 

4ｔ ・   10百万円 

3ｔ ・    5百万円 

16ｔ ・   48百万円 

251ｔ ・  409百万円 

127ｔ ・   63百万円 

(前年同月比   834ｔ減 ・ 46百万円減) 

(前年同月比  増減なし・  7百万円減) 

(前年同月比     64ｔ増 ・ 39百万円増) 

(前年同月比     27ｔ減 ・ 27百万円減) 

(前年同月比     3ｔ増 ・  8百万円増) 

(前年同月比     8ｔ増 ・  3百万円増)   

(前年同月比   409ｔ減 ・  33百万円減) 

(前年同月比     4ｔ増 ・  10百万円増) 

(前年同月比      1ｔ増 ・  2百万円増) 

(前年同月比   11ｔ減 ・ 50百万円減) 

(前年同月比   14ｔ減 ・ 64百万円減) 

(前年同月比    63ｔ増 ・ 40百万円増) 

   

・2月の漁獲量は前年を1,152㌧､漁獲金額は前年を1億2,500万円それぞれ下回った｡漁獲量では､ 

底曳網､タラ･スケソウ漁が大幅に減少し､タコ漁が増加した｡漁獲金額では､底曳網､ツブ､タラ･ 

スケソウ､カニ漁､昆布が減少し､タコ､メヌケ漁が増加している｡底曳網､タラ･スケソウ漁は､ 

天候(時化)の影響で出漁日数の減少が要因｡ 

・広尾町内の音調津漁港沖で､冬の風物詩のエゾバフンウニ漁が始まった｡ダイバーが厳寒の海 

 に潜ってウニを採取し､同漁港に水揚げした｡漁は5月ごろまで続く｡広尾漁協は30年ほど前か 

ら､音調津漁港の種苗生産施設で育てた稚ウニを海に放流し､4年ほど経過したものを漁獲して 

いる｡例年1月ごろから漁を始めるが､今年はしけなどでずれ込んでいた｡ダイバーたちは午前8 

時半ごろに出港｡午前10時過ぎに水揚げされたウニは漁港の作業所に運ばれ､15人ほどで手際 

よく選別した｡5㌢以下のウニは資源保護のため海に戻している｡漁協うに部会は｢コロナ禍で 

値段は厳しいかもしれないが､味は変わらない｡身が締った旬の広尾のウニを食べてほしい｣と 

話していた｡また､広尾町は2021年度予算に､広尾漁協が来年度から十勝港内で新たに実施する 

ウニ養殖試験事業への補助金2,581万円を計上している｡ 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ 2021年度のホッカイドウ競馬は4月14日に開幕し､11月4日が最終日｡前年度と同じ82日間(15開

催)で､全日程をナイター開催する｡重賞9レースの1着本賞金を引き上げるほか､一般・特別レー

スの賞金配分率を配分率が高い重賞レースに統一し､全体的な賞金の底上げを図る｡昨年のホッ

カイドウ競馬は､コロナ禍の中､前年比約190億円増の約520億4,500万円と記録的な売り上げとな

り､過去最高を更新｡10年連続前年度を上回り､ネット販売が主体となり好調な売り上げが続いて

いる｡運営する北海道軽種馬振興公社によると､重賞レースは50万円から最大250万円(最高賞金

額は500万円)に増額｡3歳馬3レースと3歳以上馬1レースに準重賞(1着で250万円)を新設する｡ 

・ 2～7月の軽種馬の種付けシーズンを前に､日高・胆振両管内の種馬場9カ所で3～11日に恒例の

種牡馬展示会が開かれた｡新型コロナウイルス感染拡大が収まらない中､各種馬場は今年､入場者

の制限に力を入れた｡生産者側も､展示会に参加せず､インターネットの動画配信やパンフレット

に頼る動きが出ていた｡種付け料は高い馬で数百万から1千万円以上するため､生産者側はじかに

体格や動きを見て､自牧場の繁殖牝馬との相性などを慎重に見極めていた。 

〔農 業〕 

・ 農業分野の発展に貢献している道内の女性､高齢者を表彰する2020年度の｢女性・高齢者チャレ 

 ンジ活動表彰｣(道主催)で､広尾町で酪農業を営む砂子田円佳さん(38)が最優秀賞(地域社会参画 

 の部)に選ばれた｡十勝管内ではこれまで10団体・個人が受賞しているが､最優秀賞は1998年度の 

 レストランメイプル(足寄)以来2例目で個人は初めて｡砂子田さんは2007年､広尾町で株式会社 

 マドリンを立ち上げ､牧場の女性経営者として活躍｡19年12月に帯広市で開かれた全国規模の｢酪 

 農女性サミット｣で実行委員長を務めるなど､酪農女性の交流や情報交換を支援している｡昨年1 

月からはＪＡＧＡ(ＦＭ77.8MHz)のラジオ番組｢とかちウーマンフロンティア｣(毎週土曜午前8 

時半～9時)のパーソナリティーを務め､ゲストを招いて酪農､農業の魅力を発信している｡ 

〔花き栽培〕 

・2月の花き出荷実績は､7万本､金額 595万円(前年 4万本､485万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､7億 

3,000万円で､前年同月比で3億5,100万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和3年2月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

浦 河 町 0 1 0 1 0 4 0 4 1 

様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 2 
えりも町 0 1 0 1 0 24 0 24 0 

広 尾 町 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

計 0 2 0 2 0 28 0 28 6 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 2,800万円となった(前年同月 6,900万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は同数で､金額は4,100万円下回った｡ 

・ 2月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 6件で､前年を 4件下回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が610㌧(前年601㌧)で前年比1.5％の増加｡ 

出荷金額は1,268万円(同1,108万円)で前年比14.4％の増加｡ 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材等は前年並みに推移し､大きな動きはない｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・冬野菜は本州産が主体｡道内産では､ゴボウ､ニラ､ジャガイモ､長ネギ等が出荷されている｡果 

 物類は本州産が主体で､ミカン､リンゴ､イチゴ､輸入バナナ等が出荷されている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・道産食材の活用やＰＲ､地域活性化などを目的に｢北海道ご当地焼そば連携プロジェクト｣が主 

催している｢焼そば王国北海道！北海道ご当地焼そばラリー2021｣で､新ひだか町の温泉施設や 

 飲食店､ホテル計5店が､名物｢チャーメン｣を提供している｡日高管内の人気メニューで､関係者 

 は消費拡大に期待を寄せている｡道内各地のご当地焼きそばを食べてスタンプを集めると抽選 

 で景品が当たる｡6月末まで実施｡新ひだか町の5店はそれぞれ､日高管内の食材を少なくとも 

 1品使用し､オリジナルのチャーメンを提供している｡参加しているのは､中華料理店｢大瀧｣､み 

ついし昆布温泉蔵三､天然温泉ホテルローレル､静内エクリプスホテル､炭火居酒屋串や｡ 

・道は22日､優れた道産食品に認められる｢北のハイグレード食品2021｣を発表した｡日高管内か 

らは唯一､新ひだか町静内御幸町の太田養蜂場のはちみつ｢さくらＩｋｏｒ(イコロ)｣が選ばれ 

た｡｢北のハイグレード食品｣は､優れた道産食品を発掘し､北海道ブランドとして育てることを 

目的に2011年度から始まり今年で11回目｡これまでに144商品が選ばれている｡ 

〔観光・その他〕 

・信金中央金庫は 26 日､浦河町の観光プロモーション事業への寄付金として 500 万円を寄付し 

た｡信金中金は創立70周年記念事業として2020年7月に地方創生応援税制(企業版ふるさと納 

税)の仕組みを活用した地域創生推進スキーム｢ＳＣＢふるさと応援団｣を創設｡同スキームは 

20年度から22年度までの3年間を実施期間とし､ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)を踏まえて､ 

同金庫が企業版ふるさと納税などを活用した寄付を行うことで､地域の課題解決や持続可能な 

社会の実現に資する地域創生事業を信用金庫とともに応援し､地域経済社会の発展に貢献する 

ことが目的｡20年度の寄付対象事業の募集を実施し､地元信用金庫の推薦を得た多くの地方公 

共団体から応募があり､同年12月に学識経験者などで構成する審査会を行い､全国103事業(105 

信用金庫・100地方公共団体)に合計10億1,800万円の寄付を決定した｡ 

・環境省が最速で2021年度末(22年3月末＝令和3年度末)の指定を想定している日高山脈襟裳 

国定公園の国立公園化に向け､環境省道地方環境事務所と日高､十勝総合両振興局､公園関係13 

市町村による連絡会が17日に発足した｡指定に向けた手続きやスケジュールを確認｡現在､国立 

公園の素案(具体的な国立公園の区域や地種区分など)について､核心地域の管理者の森林管理 

局と道の道有林課が調整中｡調整が完了次第､関係市町村(日高管内7町､十勝管内6市町村)と 

の調整に着手し､すべての関係機関の調整が完了次第､中央環境審議会への諮問と答申を経て､ 

国立公園を指定する手順｡環境省では｢調整が順調に進めば､最速で令和3年度末の指定を想定｣ 

としている｡ 
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〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額はゼロ(同ゼロ)｡ 

〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は15件(前年同月16件)､負債総額は18億2,300万円(同21億1,800万円)､倒産 

  件数は前月比8件増加､前年比で1件減少となった｡            

〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は446件(前年同月651件)､負債総額は674億9,000万円(同712億8,300万円)｡ 

倒産件数は前月比28件減少､前年比で205件減少した｡          （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

・ 2月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.54倍で､前年比0.02ポイント下降、前月比0.23ポイン

ト上昇した。有効求人数は951人で前年比16人減少､前月比で133人の増加となった｡有効求職

者数は618人で前年比2人減少､前月比で6人の減少となった｡全道の月間有効求人倍率は0.94

倍で､前年比0.22ポイント下降､前月比0.01ポイント下降した｡ 
 

 
 

 
 

管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
  
 

2／ 7   第71回   東 京 新 聞 杯                          （ＧⅢ） 
カ ラ テ 号               (新冠町 中地 康弘 殿生産） 

   
2／20  第56回  京都牝馬ステークス                    (ＧⅢ) 
     イ ベ リ ス 号           （新ひだか町 土居牧場 殿生産） 
 
2／21  第55回  小 倉 大 賞 典                      （ＧⅢ） 
     テリトーリアル 号    （日高町 ダーレー・ジャパン・ファーム㈲ 殿生産） 
 
 

 2020年度 北海道市場の目覚ましい成長 過去最高売却１２７億円 
 
  10年前の北海道市場の1歳市場では､上場頭数2,353頭に対し､売却頭数1,117頭､売却率47.5％ 
  売却総額が48億円余りという結果だった｡2020年は上場頭数2,362頭に対し､売却頭数1,825 
  頭､売却率77.3%､売却総額が127億円余りと目覚ましい成長を挙げ､過去最高の売却成績にな 

った｡ 
                                 頭数、％、千円(税込み) 

年 申込頭数 出場頭数 出場率 売却頭数 売却率 売却総額 

平成２７ 2,325 2,126 91.44 1,410 66.32 7,323,696 

２８ 2,358 2,165 91.82 1,454 67.16 8,191,260 

２９ 2,282 2,110 92.46 1,641 77.77 10,327,392 

３０ 2,467 2,299 93.19 1,648 71.68 10,055,880 

令和１ 2,528 2,357 93.24 1,739 73.78 10,662,554 

２ 2,525 2,362 93.54 1,825 77.27 12,782,330 

 
（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和3年2月現在)                 (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,770 -167 1 2,450 -73 1 

日 高 町 11,300 -277 -25 5,993 -69 -8 

新 冠 町 5,392 -97 -3 2,768 6 11 

新 ひ だ か 町 21,779 -380 -45 11,530 -68 -19 

浦 河 町 11,969 -151 -23 6,630 -19 -15 

様 似 町 4,123 -101 -2 2,143 -25 0 

え り も 町 4,511 -104 -6 2,112 -22 2 

日高地区合計 63,844 -1,277 -103 33,626 -270 -28 

広 尾 町 6,523 -116 -10 3,281 -28 -4 

大 樹 町 5,461 -50 6 2,741 7 6 

日高･十勝地区合計 75,828 -1,443 -107 39,648 -291 -26 

札 幌 市 1,960,479 1,964 -261 1,078,804 10,083 286 

江 別 市 119,685 64 -95 58,619 630 -57 

石 狩 市 58,245 -69 -42 28,188 283 -10 

北 広 島 市 58,113 -74 -22 27,993 266 1 

恵 庭 市 70,076 72 -3 34,159 438 22 

千 歳 市 97,906 528 0 50,785 817 0 

石狩地区合計 2,364,504 2,485 -423 1,278,548 12,517 242 

苫 小 牧 市 170,168 -811 -38 90,019 618 29 

厚 真 町 4,452 -29 30 2,119 9 26 

む か わ 町 7,726 -144 -1 4,076 -24 3 

胆振地区合計 182,346 -984 -9 96,214 603 58 

営業区域合計 2,622,678 58 -539 1,414,410 12,829 274 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                  (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和3年2月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 951 77,338 -16 -6,606 133 1,182 

月間有効求職者数 618 82,408 -2 9,781 -6 2,510 

月間有効求人倍率 1.54 0.94 -0.02 -0.22 0.23 -0.01 

(資料出所:北海道労働局) 

 

 

３ 建築確認申請(令和3年2月) 

   （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 6 -4 5 

(新ひだか町～広尾町) 令和2/4～令和3/2 累計 82 -10  

(資料出所:各市町村) 

 

  



７ 

 

 
 

４ 企業倒産状況(令和3年2月)  
                                        （単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 0 0 0 0 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 15 1,823 -1 -295   
全   国 446 67,490 -205 -3,793   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和3年2月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

159,952 1.10 1.00 59,035 1.04 1.01 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                     （単位：枚、百万円、％） 

 3年2月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 220 39.24 25.00 

交換金額 353 73.04 47.08 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和3年2月中の気象状況                          (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 -2.0 56.5 130.5 0.4 231.6 80.4 

広   尾 -2.7 77.5 169.8 1.6 146.0 105.9 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(令和3年2月) 

                                             （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 100,721 3.4 46,073 -1.3 146,794 1.9 

新ひだか町三石 17,208 2.2 8,271 -11.0 25,479 -2.5 

浦 河 町 58,700 6.7 23,773 2.7 82,473 5.5 

様 似 町 23,521 1.3 9,895 -14.9 33,416 -4.1 

え り も 町 23,981 3.1 10,247 5.1 34,228 3.7 

広 尾 町 31,824 -1.7 13,805 -10.8 45,629 -4.6 

    (資料出所：各町) 

 

 



８ 

 

●北海道災害対策日高地方本部指揮室運営訓練の様子 

（令和２年10月） 

）      （令和２年10月）日高地方本

部指揮室運営訓練の様子 

      （令和２年10月） 

             日高振興局からのお知らせ 

 

 

日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産業、

商工業などの幅広い分野で、日高の素晴らしさを紹介しています。 

 今回は、防災分野の取組について紹介します。 

 

 

大規模災害に備えて 

 

【訓練の取組】 

災害は、いつ、どこで起こるかわかりません。 

近年、記録的な大雨による大規模災害が全国各地で発生して、多くの命が失われたり、住宅な

ど住民の大切な財産が失われています。 

日高管内でも、平成２８年８月の台風による記録的な大雨や平成３０年９月の北海道胆振東部

地震によって、大きな被害がもたらされました。 

このような災害は、いつ、どこで起こるか分かりませんので、避けることはできませんが、少

しでも被害を抑えるための取組が重要です。 

日高振興局では、災害が発生した時に速

やかに対応して被害を最小限にするため、

各町や国の機関などの防災関係機関に参加

いただき、「北海道災害対策日高地方本部指

揮室運営訓練」を毎年継続して実施するな

どして、防災関係機関と連携を強化して災

害に備えています。 

 

 

 

【津波浸水対策の取組】 

国では、東日本大震災の発生を踏まえて、令和２年４月に北海道太平洋沿岸において、巨大地

震が発生した場合の震度と津波高を公表しました。 

このため、道では、国の公表をもとに津波による浸水想定区域等について、積雪や凍結などの

寒冷地特有の条件を含めた検討を進めており、今後、管内の各町に津波浸水の想定を示す予定で

す。 

日高振興局では、津波浸水の想定をもとに各町が速やかに津波ハザードマップの作成や避難計

画の策定が進められるよう必要な助言を行うなどの支援をする予定です。 

 

 

◆問い合わせ先 日高振興局地域創生部地域政策課防災係（電話0146-22-9075） 

                 



 

 
 



 

 
 



 

 
 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1丁目 1の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

 

 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4階 

 


